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卒後研修プロ グラム　4．産婦人科診療ガ イ ドライ ン （産科編）の 注意点

7）吸引 ・ 鉗子分娩につ い て

賛育会病院 鈴　木　正 　明

　以 下に述 べ る
，
1〜8 は吸引鉗子分娩の 適応 と要

約お よび施行時の注意事項 に関する周産期産婦人

科診療ガ イドライン で ある．
　1．吸引 ・鉗子 は原則 として その 手技 に習熟した

医師本人，ある い は習熟した医師の 指導下 で 医師

が行う．（B ｝
　2．吸引 ・鉗子に よる分娩中は可能な限 り胎児心

拍モ ニ タ ーを行 う．（C ＞
　3．以 下 の場合，吸引 ・鉗子分娩 の 適応がある ，

（B）
　　 ・分娩第二 期遷延例や分娩第二 期停毘例

　　 ・母体合併症 （心疾患合併な ど）や母体疲労
が重度の ため分娩第二 期短縮が必要と判断された

場合
　　 ・胎児機能不全 （non 　reassuring 　fetal　status ）
例

　4．吸引 ・鉗子分娩術 を実施す る場合は以 下を満
た すこ とを条件 とする．
　　 ’35遇以降　（C）
　　 ・児頭骨盤不均衡 の 臨床所見が ない （A）
　　 ・子宮口全 開大か つ 既破水 （B）
　　 ・児頭が嵌入 し，十分 に下降 して い る （B）

　5．原劉 として陣痛発作 時に吸 引 ・鉗子牽引す
る．（B）
　6．吸引分娩における総牽引時間（吸引 カ ッ プ初
回装着時点か ら複数回の 吸引分娩手技終了まで の

時間）が 20分を超える場合は ，鉗子分娩あ る い は

帝王切 開を行 う　（吸引分娩総牽引時間 20分以 内

ル L−・一ル ）．（C）
　7，吸引分娩総牽引時 問 20分以 内で も．吸引術

（滑脱回数 も含め る）は 5 回 まで とし， 6 回以上 は

行わ ない （吸引分娩術 回数 5 回以内ル ール ）．（C）
　8．鉗子分娩 は出口部，低在 （低位），低い 中在

（中位）にお い て，か つ ，前方後頭位 で 矢状縫合が

縦径 に近 い 場合 （母体前後径と児頭矢状径のなす

角度が 45度未満）にお い て の 施行 を原期 とす る．
回旋異常 に対する鉗子や高い 中在の鉗子は，特に

本手技に慣れた者が施行 また は指導する こ とが必

要で ある．（B）
　（A ）（B）（C）は推奨 レベ ル （強度）を示 して い る．
A は実施する こ と等を強 く進め る、B は実施する

こ と等が進め られる．G は実施するこ と等が考慮

され る．

8）VBAC と骨盤位分娩取 り扱 い に つ い て

東京大学 藤　井　知　行

　帝王切 開既往妊婦 に対 し経腟分娩を選択する場

合 は，文書に よるイ ン フ ォ
ーム ド コ ン セ ン トを得

た うえで
，

以 下の すべ て の 条件を満たすこ とが 勧
め られ る．すなわ ち，1）既往帝王切開数が 1 回，
2）既往帝王切 開術式が子宮下節横切開で あ り，術
後経過が 良好 ，

3）子宮体部筋層まで 達する手術既

往ある い は子宮破裂の 既往が ない ，である、なお，
児頭骨盤不均衡が疑 われる場合や ，緊急帝王切 開
お よび子宮破裂に対する緊急手術が で きない 場合

は，経腟分娩を選択しない ，また，経腟分娩中は，
分娩監視装置 による胎児心拍数モ ニ ターを行い ，
分娩誘発あ る い は陣痛促進 の 際に は，プロ ス タグ

ラ ン ジ ン 製剤を使用 しない こ と とする，さらに，
経腟分娩後，母体の バ イ タ ル サ イ ン に注意する．

　正期産単胎骨盤位分娩の 取 り扱 い に つ い て は，
「帝王切 開の 方が経握分娩よ り児の周産期予後 が

よい 」とい う報告 （Lancet，200  年）が 存在し，以

来，世界的に経腟分娩の 頻度が減少 して い るが ，
こ の 報告 に対 して は多くの 批判も存在 し，日本に

おい て必ず しもす べ て の骨盤位妊娠を帝王切 開で

分娩させ るべ きとい うこ とに はな らな い ．すなわ

ち，膝位，足位 ， 低出生体重児，早産，児頭骨盤

不適合 の い ずれか また はそれが疑 われ る場合には

帝王切開を行 うべ きだが ， それ以外の 骨盤位の 場
合 に は t 骨盤位娩出術へ の 十分な技術を有する医

療ス タ ッ フ が常駐す る施設で あれ ば，経腟分娩

帝王切 開双方の t 危険性 と利益 に関 し，妊婦に十

分説明 した うえで ，文書に よる 同意を取 っ て ，経

腟分娩 を選択 で きる と考 えられ る．また，外回転
を施行する場合 は，1）緊急帝王切 開が 可能，2）帝
王切 開既往が ない

，
3）児が 十分に成熟して い る，

の すべ て の 条件 を満 たす こ とが望 ましい ．

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


